
 

 

 

 

 

図書館を使ってこんな授業 １月 

社会科３年 「持続可能な社会を目指して」 

 ３年生・社会科では、中学校生活最後の図書館での調
べ学習が行われました。「図書館の資料を自由に使って
６時間で論文を完成させる」という大学入試も行われる
時代、「自分で課題を設定し、自分で資料を選び、自分
の言葉で意見を述べる」という力が求められています。
高校に行っても、図書館を使いこなそう！ 

保健体育科３年 「環境問題への取組」 

 

 

 

     

1 年道徳の授業にて、今井先生が以下の本を紹介してくださいました。早速
さっそく

、既
すで

に何人かの生徒が読んでい
ます。読みたい人は予約ができますので図書館カウンタ―に申し出てください。 
 
『世界の中心で、愛をさけぶ』 片山恭一 著 / 小学館  
 ２００６年に刊行され、映画化・ドラマ化され、「セカチュー」ブームとなりました。最愛の恋人・アキを白血
病で失った朔太郎がその死をどう乗り越えていくか。刊行後２０年近く経っても多くの人に読み継がれています。 
 
『あきらめないで 白血病と闘ったわたしの日々』マルティナ・アマン 作 本田勝也 訳 / 徳間書店 
 ドイツの少女マルティナは、７歳で白血病を発症。長い闘病生活と治療の副作用に耐え、学校に復帰するも再
度発症。二度の闘病生活を経て、ついに病気を克服しました。世界中の人に勇気と希望を届けた闘病記です。 

同じく３年生の保健体育で、「環境問題への
取組」の授業が行われ、司書が環境問題に関す
る本の紹介を行いました。海洋プラスティック
問題・マイクロプラスティック問題への関心は
高く、授業後も関連図書を手に取る姿が見られ
ました。 

R5 年度 1 月 図書館 
  

図書委員、三館コラボに行ってきます！ 
 

２/1５（木）に「三館コラボ」が行われます。「三館コラボ」とは、町屋図書館にて、原中図書委員が
原保育園の園児に絵本の読み聞かせを行う恒例行事です。コロナ禍でしばらく中止となっていました
が、昨年復活し、園児の皆さんにとても喜んでもらえました。今年も後期図書委員が、１０月より練習
を重ねてきました。準備万端

ばんたん

で本番に臨
のぞ

みます。 

   


